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（1）C5に設定する式として適切なものを，次のａ〜ｃから一つ選びなさい。ただし，
B5にデータが入力されていないときには何も表示しない。 シ

ａ　＝IF(B5＝"","",VLOOKUP(B5,$B$25:$C$28,2))
ｂ　＝IF(B5＝"",VLOOKUP(B5,$B$25:$C$28,2),"")
ｃ　＝IF(B5＝"","",VLOOKUP(B5,$B$25:$C$28,3))

（2）J5に設定する式として適切なものを，次のａ〜ｃから一つ選びなさい。ただし，F5
にデータが入力されていないときには何も表示しない。 ス

ａ　＝IF(F5＝"",VLOOKUP(D5,$H$25:$M$32,3),"")
ｂ　＝IF(F5＝"","",HLOOKUP(D5,$H$25:$M$32,3))
ｃ　＝IF(F5＝"","",INDEX($H$25:$M$32,D5,3))

（3）K5に設定する式として適切なものを，次のａ〜ｃから一つ選びなさい。ただし，
G5にデータが入力されていないときと，搭乗クラスがファーストかビジネスの場合
は何も表示しない。 セ

ａ　＝IF(G5＝"","",IF(B5＝1,INDEX($H$25:$M$32,D5,4),""))
ｂ　＝IF(G5＝"","",IF(B5＝3,INDEX($H$25:$M$32,D5,4),""))
ｃ　＝IF(G5＝"","",IF(B5＝2,INDEX($H$25:$M$32,D5,5),""))

（4）次のように入力したとき，超過料金の合計金額として適切なものを，下のａ〜ｄか
ら一つ選びなさい。 ソ

ａ　￥60,000　　ｂ　￥70,000　　ｃ　￥80,000　　ｄ　￥90,000
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第４問　高等学校学習指導要領　商業（平成30年３月告示）について１〜５の問いに答えな
さい。

１　次の文は，商業科の目標に関するものである。（　①　）・（　②　）に入る適切な語
の組み合わせを，下のａ〜ｄから一つ選びなさい。ただし，（　※　）は解答不要であ
る。 ア

　商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，
ビジネスを通じ，地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人として
必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する（　※　）。
（2）ビジネスに関する（　①　），職業人に求められる倫理観を踏まえ（　※　）解決
する力を養う。

（3）職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，
ビジネスの創造と発展に（　②　）に取り組む態度を養う。

ａ　①　技術を身に付け　　②　主体的かつ協働的
ｂ　①　課題を発見し　　　②　合理的かつ創造的
ｃ　①　技術を身に付け　　②　合理的かつ創造的
ｄ　①　課題を発見し　　　②　主体的かつ協働的
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２　次の文は，ビジネス・コミュニケーションの目標に関するものである。（　①　）〜
（　③　）に入る適切な語の組み合わせを，下のａ〜ｄから一つ選びなさい。ただし，
（　※　）は解答不要である。 イ

　（　※　），ビジネスにおけるコミュニケーションに必要な資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。
（1）ビジネスにおけるコミュニケーションについて（　①　）体系的・系統的に理解す
るとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

（2）ビジネスにおけるコミュニケーションに関する課題を発見し，ビジネスに携わる者
として（　②　）創造的に解決する力を養う。

（3）ビジネスを（　③　）を目指して自ら学び，ビジネスにおいてコミュニケーション
を図ることに主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

ａ　①　商業の見方・考え方を働かせ
　　②　実践的・体験的な学習活動を行い
　　③　円滑に展開するコミュニケーション力の向上
ｂ　①　実務に即して
　　②　実践的・体験的な学習活動を行い
　　③　円滑に展開する力の向上
ｃ　①　実務に即して
　　②　科学的な根拠に基づいて
　　③　円滑に展開する力の向上
ｄ　①　商業の見方・考え方を働かせ
　　②　科学的な根拠に基づいて
　　③　円滑に展開するコミュニケーション力の向上

３　観光ビジネスの指導項目の（　①　）〜（　③　）に入る適切な語の組み合わせを，
下のａ〜ｄから一つ選びなさい。 ウ

〔指導項目〕
（1）観光とビジネス
（2）観光資源と（　①　）
（3）観光ビジネスと（　②　）
（4）観光ビジネスの（　③　）

ａ　①　地域の課題　　　　　②　観光マネジメント　　③　効果と展望
ｂ　①　マーケティング　　　②　観光政策の動向　　　③　課題
ｃ　①　観光政策　　　　　　②　マーケティング　　　③　展開と効果
ｄ　①　観光マネジメント　　②　観光政策　　　　　　③　今後の動向
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４　次の文は，簿記の目標に関するものである。（　①　）〜（　③　）に入る適切な語の
組み合わせを，下のａ〜ｄから一つ選びなさい。ただし，（　※　）は解答不要である。

エ

　商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，
取引の記録と財務諸表の作成に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）簿記について実務に即して（　①　）とともに，関連する技術を身に付けるように
する。

（2）取引の記録と財務諸表の作成の方法の（　②　）を見いだし，ビジネスに携わる者
として（　※　）に基づいて創造的に課題に対応する力を養う。

（3）企業会計に関する法規と基準を（　③　）を目指して自ら学び，適正な取引の記録
と財務諸表の作成に（　※　）態度を養う。

ａ　①　体系的・系統的に理解する　　　②　妥当性と課題
　　③　適切に適用する力の向上
ｂ　①　主体的かつ協働的に取り組む　　②　科学的な根拠
　　③　適切に判断する力の向上
ｃ　①　体系的・系統的に理解する　　　②　科学的な根拠
　　③　適切に適用する力の向上
ｄ　①　主体的かつ協働的に取り組む　　②　妥当性と課題
　　③　適切に判断する力の向上
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５　次の文は，情報処理の内容の取扱いに関するものである。（　①　）・（　②　）に入
る適切な語の組み合わせを，下のａ〜ｄから一つ選びなさい。 オ

ア　企業における情報の管理と活用に関する具体的な事例について多面的・多角的に分
析し，（　①　），情報を扱う者としての役割と責任について理解を深めることができ
るようにすること。

イ　情報技術の進歩に留意して指導すること。また，表現の方法や伝え方などの工夫に
ついて考察や討論を行う学習活動及び企業において情報を扱う（　②　），情報を適
切に扱うことができるようにすること。

ａ　①　新聞，放送，インターネットなどを活用して
　　②　効果的な活用が企業活動の改善に大きな影響を及ぼすことを踏まえ
ｂ　①　考察や討論を行う学習活動を通して
　　②　具体的な場面を想定した実習を通して
ｃ　①　新聞，放送，インターネットなどを活用して
　　②　具体的な場面を想定した実習を通して
ｄ　①　考察や討論を行う学習活動を通して
　　②　効果的な活用が企業活動の改善に大きな影響を及ぼすことを踏まえ



25の22

第５問

１　次の文は，平成30年８月27日に通知された「学校教育法施行規則の一部を改正する省
令の施行について」の一部である。文中の ア ～ エ に該当する語句を，
それぞれ下のａ～ｄから一つ選びなさい。

第２　改正の概要
１　特別支援学校に在学する幼児児童生徒について， ア （学校と関係機関
等との連携の下に行う当該幼児児童生徒に対する長期的な支援に関する計画をい
う。）を作成することとし，当該計画の作成に当たっては，当該幼児児童生徒又
は イ の意向を踏まえつつ，関係機関等と当該幼児児童生徒の支援に関す
る必要な情報の共有を図ることとすること。（新第134条の２関係）

２　１の規定について，小・中学校の特別支援学級の児童生徒，小・中学校及び高
等学校において ウ が行われている児童生徒に エ こと。（新第139
条の２，新第141条の２関係）

ア 　�ａ　個別の指導計画　　　　　ｂ　児童発達支援計画	 �
　ｃ　個別の教育支援計画　　　ｄ　障害児支援利用計画

イ 　�ａ　医療福祉等職員　　　　　ｂ　教職員	 �
　ｃ　保護者　　　　　　　　　ｄ　支援者	�

ウ 　�ａ　外部専門家による指導　　ｂ　通級による指導	 �
　ｃ　放課後等の指導　　　　　ｄ　訪問による指導

エ 　�ａ　配慮する　　　　　　　　ｂ　併用する	 �
　ｃ　適用する　　　　　　　　ｄ　準用する
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２　次の文は，「教育課程企画特別部会における論点整理について（報告）」（平成27年８
月26日）の「５．各学校段階，各教科等における改訂の具体的な方向性（１）⑤幼稚園，
小学校，中学校，高等学校等における特別支援教育，特別支援学校」の一部である。

○	 オ や学級に，発達障害を含めた障害のある子供たちが在籍する可能性があ
ることを前提として，一人一人の子供の状況や発達の段階に応じた十分な学びを確
保し，障害のある子供たちの カ に向けた主体的な取組を支援するという視
点が重要である。 

○	（前略）各教科等の目標を実現する上で考えられる困難さに配慮するために必要な
支援を示したり，通級による指導や特別支援学級の意義，それらの教育課程の取扱
い， キ も含めた「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」の位置付け，
特別支援教育コーディネーターを中心とした支援体制の確立等の観点等を明確化し
たりすることが必要である。あわせて，2020年の東京オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会の開催等も契機としながら，共生社会の形成に向けた障害者理解の促進
を明確に位置付け， ク の更なる充実を図ることも必要である。

（1）文中の オ ～ ク に該当する語句を，それぞれ次のａ～ｄから一つ
選びなさい。

オ 　�ａ　特別支援学校　　　　　　　　　　ｂ　全ての学校	 �
　ｃ　特定の学校　　　　　　　　　　　ｄ　一部の学校

カ 　�ａ　自立や社会参画　　　　　　　　　ｂ　豊かな生活	 �
　ｃ　自立や社会参加　　　　　　　　　ｄ　将来の就労

キ 　�ａ　教育的ニーズ　　　　　　　　　　ｂ　基礎的環境整備	 �
　ｃ　ユニバーサルデザインの考え方　　ｄ　合理的配慮の提供

ク 　�ａ　総合的な探究の時間　　　　　　　ｂ　交流及び共同学習	 �
　ｃ　特別活動　　　　　　　　　　　　ｄ　自立活動

（2）障害者スポーツ大会ではないものを，次のａ～ｄから一つ選びなさい。	
ケ

ａ　ジャパンパラ競技大会　　ｂ　スペシャルオリンピックス
ｃ　アビリンピック　　　　　ｄ　デフリンピック
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３　次のグラフは高知県の民間企業における障害者の雇用状況を表したものである。（平
成29年６月１日現在）
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（1）①～③に該当する障害種について適切な組み合わせを，次のａ～ｄから一つ選びな
さい。 コ

ａ　①知的障害者　　②身体障害者　　③精神障害者
ｂ　①精神障害者　　②身体障害者　　③知的障害者
ｃ　①知的障害者　　②精神障害者　　③身体障害者
ｄ　①精神障害者　　②知的障害者　　③身体障害者
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（2）次の文は，障害者の雇用について厚生労働省より示された「障害者雇用対策基本方
針」（平成30年厚生労働省告示第178号）の一部である。文中の サ ～

セ に該当する語句を，それぞれ下のａ～ｄから一つ選びなさい。

　我が国における障害者施策については，「障害者基本法」（昭和45年法律第84号），
同法に基づく障害者基本計画等に沿って，障害者の自立及び社会参加の支援等のた
めの施策の総合的かつ計画的な推進がなされているところであり，その基本的な考
え方は，全ての国民が，障害の有無によって分け隔てられることなく，相互に人格
と個性を尊重し合いながら共生する社会を実現することである。

（中略）
　特に，働く サ のある障害者がその適性に応じて能力を十分に発揮するこ
とができるよう，雇用，福祉，教育，医療等の関係機関が密接に連携するとともに，
これらの関係者も含め， シ において就労支援を担う人材を育成すること等
により，障害者が， ス へ移行できるようにしていく必要がある。さらに，
障害者の雇用の促進及びその職業の安定を図るためには，事業主をはじめとする国
民一般の障害者雇用への セ が不可欠であることを念頭に置きつつ，引き続
き人権の擁護の観点を含めた障害の特性等に関する正しい理解を促進することが重
要である。

サ 　�ａ　時間　　　　　ｂ　才能　　　　　ｃ　意欲	 �
　ｄ　基礎力

シ 　�ａ　学校　　　　　ｂ　地域　　　　　ｃ　家庭	 �
　ｄ　行政

ス 　�ａ　一般雇用　　　ｂ　福祉的雇用　　ｃ　障害者雇用	 �
　ｄ　社会的雇用

セ 　�ａ　奨励　　　　　ｂ　努力　　　　　ｃ　義務付け	 �
　ｄ　理解







＜解答上の注意＞
　出題内容により解答方式が異なります。問題の ア ， イウ などには，数字（0〜9），
小数点（.），符号（−，±），又は文字（a，b，c，d，e）が入ります。解答欄のア，イ，ウ，
…のそれぞれが，これらのいずれかに対応します。下の（例1）〜（例4）に従って解答
欄をマークしてください。

（例1） アイ に 12と答えたい場合

（例2） ウ に bと答えたい場合

（例3） エオ . カキ に 34.56と答えたい場合

（例4） クケ に 7と答えたい場合
ク
ケ

　　なお，一つの解答欄に対して，二つ以上マークしないでください。

５　筆記審査（専門教養）が終了した後，解答用紙（マークシート）のみ回収します。
監督者から指示があれば，この問題冊子を，各自，持ち帰ってください。


